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大松桂右八尾市長 （左） から寄付者を代表
して感謝状を受ける塚谷俊介氏 （３月２日）

中川和夫会長 （左） と久保敏署長
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新
し
い
年
度
に
な
り
新
し
い
日
常
生
活

が
始
ま
っ
た
。「
新
常
態
」（
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
）
と
は
「
新
た
な
状
態
や
常
識
を
指

す
用
語
で
、
構
造
的
な
変
化
が
避
け
ら
れ

な
い
状
態
」
を
い
う
便
利
な
言
葉
だ
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ
ン
が
急

速
に
広
が
り
、
会
議
や
面
接
、
営
業
、
授
業
な
ど

が
当
た
り
前
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
乗
客
数
減
で

Ｊ
Ｒ
や
大
手
私
鉄
の
終
電
時
刻
が
20
〜
30
分
ほ
ど

繰
り
上
げ
ら
れ
た
。
政

府
は
在
宅
勤
務
で
「
出

社
率
３
割
」
を
要
請
。
企
業
は
社
員
宅
に
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
通
信
環
境
整
備
を
支
援
す
る
。

そ
の
半
面
、
日
本
人
の
「
群
れ
る
」
習
性
な
の
か

出
社
率
が
じ
わ
じ
わ
増
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

人
恋
し
い
。「
あ
と
１
人
」
と
知
人
か
ら
の
誘

い
（
断
っ
た
が
）。
朝
10
時
か
ら
夕
５
時
ま
で
料

金
は
１
、５
０
０
円
、
弁
当
等
の
持
ち
込
み
Ｏ
Ｋ
、

無
料
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
付
き
。
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ

ン
で
囲
わ
れ
た
各
階
10
卓
に
は
マ
ス
ク
姿
の
70
歳

く
ら
い
の
男
女
で
満
席
。
梅
田
に
あ
る
７
階
建
ビ

ル
内
の
マ
ー
ジ
ャ
ン
店
（
雀
荘
）
の
話
で
あ
る
。

黙
し
て
指
先
を
使
う
、
喜
ぶ
の
は
脳
細
胞
だ
。

　

上
場
企
業
の
３
月
期
決
算
は
在
宅
勤
務
や
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
、
出
張
・
交
際
費
の
自
粛
な
ど
で
前

期
比
で
約
７
兆
円
減
る
見
通
し
だ
と
い
う
。
日
銀

に
よ
る
と
、
家
計
の
資
金
余
剰
が
約
10
年
ぶ
り
に

過
去
最
高
を
更
新
し
「
タ
ン
ス
預
金
」
も
初
め
て

１
０
１
兆
円
。
実
感
は
な
い
が
。

　

旅
行
会
社
の
広
告
は
「
３
密
」
回
避
の
高
価
な

旅
行
プ
ラ
ン
ば
か
り
。

東
京
五
輪
は
海
外
客
用

の
席
が
楽
し
み
だ
。

　

ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
（
２
０
０
８
年
）
を
受
賞

し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
関
わ
っ
た
ポ
ー
ル
・
ク
ル

ー
グ
マ
ン
氏
（
67
）
は
日
本
政
府
に
対
し
て
「
個

人
消
費
を
上
げ
、
イ
ン
フ
レ
率
を
上
げ
る
こ
と
が

急
務
」（
大
野
和
基
編
「
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
」
文

春
新
書
）
と
提
言
し
た
。

　

我
慢
し
て
き
た
「
自
分
ご
褒
美
」
は
豪
華
旅
行

で
散
財
だ
。
バ
ー
チ
ャ
ル
で
も
リ
ア
ル
で
も
い

い
。

晴耕雨読

個
人
消
費
を
上
げ
よ
う

共
栄
化
学
工
業
株
式
会
社

社長　稲垣圭悟
八尾市山賀町4－63
TEL 072-922-1681

共栄化学工業株式会社

な
使
用
例
だ
ろ
う
。

　

共
栄
化
学
工
業
株

式
会
社
は
昭
和
26
年

の
創
業
、
当
初
は
大

手
樹
脂
メ
ー
カ
ー
の

生
産
工
程
上
の
不
良

品
・
Ｂ
級
品
を
引
き

取
り
、
粉
砕
・
再
生

加
工
を
主
な
業
務
と

し
て
い
た
。
現
在
は

ア
ク
リ
ル
素
材
を
活

か
し
て
、
お
よ
そ

思
い
つ
く
も
の

は
何
で
も
作
っ

て
商
品
化
し
て

い
る
積
極
的
な

先
進
メ
ー
カ
ー

だ
。

　

３
代
目
社
長

の
稲
垣
圭
悟
さ

ん
（
56
）
は
、

近
畿
大
学
商
経

学
部
で
学
び
、

サ
ッ
カ
ー
部
に

入
部
。
ピ
ッ
チ

で
走
り
ま
く
っ

て
い
た
。

　

卒
業
後
は
サ

ッ
カ
ー
つ
な
が

り
で
、
Ｊ
リ
ー

グ
・
ガ
ン
バ
大

阪
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
の
コ
ー
チ
を
務

め
て
い
た
。

　

コ
ー
チ
職
を
辞
し
て

か
ら
２
０
０
２
年
に
共

栄
化
学
工
業
株
式
会
社

入
社
、
２
０
０
４
年
に

代
表
取
締
役
に
就
任
し

て
い
る
。
特
筆
す
べ
き

は
営
業
活
動
を
一
切
行

わ
ず
、
す
べ
て
ネ
ッ
ト

上
で
客
先
へ
の
見
積
り
・

受
注
作
業
を
完
結
し
て

い
る
。
初
期
の
頃
は「
ア

ク
リ
ル
加
工
を
２
時
間

で
見
積
り
ま
す
」
を
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

受
注
活
動
に
励
ん
だ
と

い
う
。
客
先
か
ら
の
見

積
依
頼
に
対
応
す
る
の

は
女
性
４
人
の
通
称

「
マ
マ
さ
ん
営
業
部
」。

年
間
３
千
件
超
の
新
規

問
い
合
わ
せ
に
テ
キ
パ

キ
と
対
応
し
て
い
る
。

　

既
納
入
の
取
引
先
は

８
千
社
を
超
え
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
年
間

１
〜
２
回
の
商
取
引
な

の
が
実
態
だ
。

　

Ｎ
Ｃ
ル
ー
タ
ー
加
工

機
（
１
２
０
０
×
２
４

０
０
㎜
）、
ア
ク
リ
ル

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
４

台
、
イ
タ
リ
ア
製
２
０

０
Ｗ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機

（
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
）
他

の
設
備
機
械
を
駆
使
し

て
、
多
種
多
様
な
加
工

を
施
し
て
い
る
。

　

多
彩
な
商
品
の
一

例
と
し
て
は
、
腐
食
印

刷
の
写
真
や
レ
ー
ザ
ー

彫
刻
し
た
ア
ク
リ
ル
板

を
組
み
合
わ
せ
た
「
記

念
プ
レ
ー
ト
」、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
組
み
込
ん
だ
「
ア

ク
リ
ル
製
Ｌ
Ｅ
Ｄ
サ
イ

ン
」、
客
先
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
蛍
光
ネ
オ
ン
マ
ー

カ
ー
」
等
々
。
商
品
化

の
展
開
は
無
限
大
だ
。

　

社
内
に
は
さ
ら
に
ユ

ニ
ー
ク
な
部
門
、
ア
ク

リ
ル
運
動
部
株
式
会
社

が
あ
る
。
藤
田
圭
輔
さ

ん
（
40
）
が
取
締
役
ヘ

ッ
ド
コ
ー
チ
と
し
て
統

括
し
て
い
る
。
２
０
１

６
年
４
月
に
設
立
、
ス

ポ
ー
ツ
応
援
グ
ッ
ズ
の

製
作
と
、
ア
ス
リ
ー
ト

や
競
技
そ
の
も
の
の
応

援
を
目
的
と
し
て
い

る
。
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
大
阪
エ
ベ
ッ

サ
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ス

ポ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
サ

ッ
カ
ー
・
野
球
・
ラ
グ

ビ
ー
な
ど
、
地
元
に
根

ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
盛

ん
な
土
地
柄
を
活
か
し

て
さ
ら
に
ブ
レ
イ
ク
し

て
い
く
気
が
す
る
。
工

場
内
の
特
別
室
で
は
28

歳
の
工
場
長
、
伴
隆
誠

さ
ん
が
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
ト
ラ
ッ
ク
の
装
飾
部

品
を
仕
上
げ
て
い
た
。

　

稲
垣
社
長
に
モ
ッ
ト

ー
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
周
り
の
人
を
大
切
に
」。

　

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
「
会
社
は
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
お
金
を

稼
ぎ
に
来
る
と
こ
ろ
。

単
に
仕
事
を
す
る
だ
け

で
は
、
面
白
く
な
い
で

し
ょ
」。

　

ア
イ
デ
ア
に
溢
れ
た

ア
ク
リ
ル
職
人
集
団
の

明
日
は
超
明
る
い
！

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

35

スポーツに造詣が深い稲垣圭悟社長

フル稼働の加工ライン

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥200）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～白メリヤスウエス～ 　     （１Ｋｇ￥500）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害ワークセンター w i l l
〒 577－0023　東大阪市荒本1－４－32
ＴＥＬ：06－6789－6171
ＦＡＸ：06－6789－6172

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。
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収
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八
尾
市
高
安
町
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七
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目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

四国88カ所霊場の
お砂さすり場・踏み場

三野郷山 三寶興誠院
八尾市福万寺町南6―2―3
TE L 072―922―3933
MOB 090―1020―2682

手では 88 カ所の霊場のお砂をさ
すっていただき、周囲を歩くこと
によって下に敷きつめてある88カ
所のお砂を踏んでいただきます。

N

第1・第3土曜日 19：30～ 20：00放送
（再放送  第2・第4木曜日）

おんちゃん、あきちゃんのエコラブオントーク
［提供：大阪 KES 環境機構］出演：温川政佳、Ono Aki

FMちゃお（FM79.2MHz）

環境問題をテーマにした番組

負
け
て
た
ま
る
か

霧
山
文
三
郎

四六判 353 頁並製本
定価1,760円（税込み）

ドニエプル出版 （TEL 072-926-5134）

　

日
本
一
の
寝
具
メ
ー
カ
ー
を
潰
し
た
の
は
ワ
ン
マ
ン

創
業
者
か
、無
能
な
役
員
か
、親
会
社
の
合
繊
メ
ー
カ
ー

な
の
か
、
あ
る
い
は
銀
行
だ
っ
た
の
か
。

　

野
州
川
龍
平
が
孤
軍
奮
闘
す
る
様
を
イ
キ
イ
キ
と
描

い
た
痛
快
企
業
小
説
。
令
和
に
誕
生
し
た
大
型
新
人
小

説
家
が
渾
身
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
描
い
た
意
欲
作
。

全
国
主
要
書
店
で
発
売
中

自
分
史
・
社
史

072-926-5134
株式
会社

　

３
月
10
日
、
新
し
い
防

犯
活
動
の
促
進
を
目
的
と

し
た
防
犯
活
動
啓
発
品

（
９
点
）
が
、
枚
岡
防
犯

協
議
会
か
ら
枚
岡
警
察
署

へ
贈
呈
さ
れ
た
。

　

啓
発
品
の
内
容
は
、
防

犯
教
室
の
実
施
に
最
適
な

非
接
触
型
の
小
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
、
軽
量
ス
ク

リ
ー
ン
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｃ

Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
他
の
備
品

７
点
、
枚
岡
警
察
署
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ひ
ら
お
キ
ャ
ッ
ト
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
た
エ
コ
バ
ッ

グ
等
の
消
耗
品
２
点
の
合

計
９
点
。

ア
で
、
昭
和
43
年
に
株
式

会
社
東
製
作
所
を
設
立
。

平
成
３
年
に
は
上
海
東
華

針
繊
機
械
を
設
立
し
た
。

現
在
は
同
社
会
長
と
し
て

後
進
を
育
て
て
い
る
。

　

仕
事
が
一
区
切
り
し
た

60
歳
か
ら
、
カ
メ
ラ
を
携

え
中
国
各
地
を
回
り
始
め

た
。
気
が
付
く
と
38
万
キ

ロ
を
走
っ
て
い
た
と
い

う
。

　

そ
の
記
録
を
ま
と
め
、

ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
か
ら「
気

が
付
い
た
ら
中
国
大
陸
を

38
万
キ
ロ
走
っ
て
い
た
・

第
１
巻
」
と
し
て
上
梓
し

た
。
写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に

盛
り
込
み
、
フ
ル
カ
ラ
ー

印
刷
、
Ｂ
５
判
１
３
５
頁

と
い
っ
た
豪
華
本
だ
。

　

開
発
に
よ
り
失
わ
れ
た

風
景
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

美
し
い
風
景
の
写
真
が
満

載
。

　

中
国
好
き
に
は
た
ま
ら

な
い
１
冊
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
ド
ニ
エ

プ
ル
出
版
（
☎
０
７
２
―

９
２
６
―
５
１
３
４
）へ
。

定
価
２
、
２
０
０
円
（
税

込
み
）。

八尾警察署に対しての感謝式 （３月10日）

桂
右
市
長
）
と
八
尾
警
察

署
（
宮
田
実
佐
夫
署
長
）

と
の
間
で
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
に
伴
う
地
域
安
全
連
携

協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ

た
。
引
き
続
き
、
寄
付
者

に
対
し
て
感
謝
状
贈
呈
式

と
な
っ
た
。

　

３
月
10
日
は
、
同
会
議

所
で
八
尾
交
通
安
全
協
会

（
石
井
多
聞
会
長
）・
八
尾

事
業
所
防
犯
協
会
（
梶
田

　

八
尾
市
民
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
が
１
、
０
０
０
台
必
要
―
。
佐
藤
信
次
前
八

尾
警
察
署
長
の
思
い
を
受
け
、
長
年
に
わ
た
り
近

畿
警
察
官
八
尾
地
区
友
の
会
会
長
を
務
め
た
塚
谷

俊
介
氏
（
株
式
会
社
塚
谷
刃
物
製
作
所
相
談
役
）

が
旗
を
振
り
、
八
尾
商
工
会
議
所
、
八
尾
警
察
署
、

八
尾
市
な
ど
が
中
心
と
な
り
「
八
尾
安
全
・
安
心

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
一
昨
年
秋
に
立
ち
上

げ
た
。
そ
れ
か
ら
約
１
年
半
、
防
犯
カ
メ
ラ
１
、

０
０
０
台
が
実
現
し
た
。

安
彦
会
長
）・
近
畿
警
察
官

八
尾
地
区
友
の
会
（
楠
本

正
行
会
長
）
が
中
心
と
な

り
、
八
尾
警
察
署
に
対
し

て
の
感
謝
式
が
開
か
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
団
体

が
警
察
署
に
対
し
て
感
謝

を
述
べ
る
会
は
珍
し
い
。

人
情
に
厚
い
八
尾
な
ら
で

は
だ
。

　

水
族
館
で
来
場

者
が
眺
め
る
透
明

な
ケ
ー
ス
は
、
厚

さ
50
㎝
超
の
ア

ク
リ
ル
製
だ
。
ガ

ラ
ス
製
で
は
製
作

で
き
な
い
多
様
な

サ
イ
ズ
の
ア
ク
リ

ル
板
を
特
殊
な
接

着
剤
を
用
い
て
一

体
化
し
、
客
先
の

要
望
に
応
え
て
い

る
。
２
０
２
０
年

春
以
降
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
市
中

に
飛
沫
ガ
ー
ド
パ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
ア
ク
リ
ル
板

が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
ア
ク
リ

ル
板
の
最
も
身
近

　

３
０
９
台
を
増
設
し
、

１
、
０
０
０
台
達
成
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
事

業
者
や
市
民
の
熱
い
思
い

の
賜
物
だ
。
４
、
５
０
０

万
円
の
寄
付
が
集
ま
り
、

そ
れ
に
応
え
て
八
尾
市
も

４
、
５
０
０
万
円
を
出
し

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
（
が

ん
ば
れ
八
尾
応
援
寄
付

金
）
を
使
っ
て
寄
付
金
を

集
め
た
八
尾
市
の
取
り
組

み
は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
。

　

３
月
２

日
に
八
尾

商
工
会
議

所
（

八

尾
市
清

水
町
１
）

で
、
八
尾

市
（
大
松

アクリル素材活かし何でも作る

　

な
お
、
枚
岡
警
察
署
長

の
久
保
敏
警
視
は
３
月
末

を
も
っ
て
42
年
間
の
警
察

職
務
を
退
官
。
退
職
に
あ

た
り
記
念
の
「
紅
白
饅

頭
」
を
用
意
し
署
員
他
お

世
話
に
な
っ
た
人
に
贈
呈

し
た
。

　
「
こ
ん
な
日
本
人
を
見

た
こ
と
が
な
い
」

　

中
国
人
が
口
を
揃
え
て

言
う
。

　

ト
ヨ
タ
・
ラ
ン
ド
ク

ル
ー
ザ
ー
で
中
国
大
陸
全

土
38
万
キ
ロ
を
走
破
し
た

東
久
継
さ
ん
（
78
、
東
大

阪
市
在
住
）
＝
写
真
＝
の

こ
と
だ
。
好
奇
心
旺
盛
で

行
動
力
の
塊
だ
。

　

根
っ
か
ら
の
エ
ン
ジ
ニ

防犯カメラ100010001000台台
八尾市民を犯罪から守る

気が付いたら中国大陸を
 38万キロ走っていた

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19:00～19:30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

1日  ゲスト ： ながさかえいじさん
　　　　　　 「漫画から見た世相」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）
8日  ゲスト ： 太田勝規さん
　　　　　　 「脳トレで飛距離アップ」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

15日  ゲスト ： 「町工場は今」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

22日  話題の本「失われゆく仕事の図鑑」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

29日  （昭和の日）休み

４月

大松桂右八尾市長 （左） と
宮田実佐夫署長（３月２日）

※利用時間は何れも
　閉館時間内（8:00 迄）
　となります。

※自転車に空きがない場合はご容赦ください

東
大
阪
読
書
友
の
会

４
月　

海
の
見
え
る
理
髪
店　

荻　

原　
　
　

浩

５
月　

愛
が
な
ん
だ　
　
　
　

角　

田　

光　

代

６
月　

吾
輩
は
猫
で
あ
る　
　

夏　

目　

漱　

石

７
月　

深
川
澪
通
り
木
戸
番
小
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北　

原　

亞
以
子

８
月　

天
下
一
の
軽
口
男　
　

木　

下　

昌　

輝

９
月　

飛
ぶ
教
室
ケ
ス
ト
ナ
ー
（
高
橋
健
二
訳
）

10
月　

ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ　

小　

川　
　
　

糸

11
月　

ど
ん
ぐ
り
姉
妹　
　
　

よ
し
も
と
ば
な
な

12
月　

日
日
是
好
日　
　
　
　

森　

下　

典　

子

１
月　

天
国
ま
で
の
百
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅　

田　

次　

郎

２
月　

猫
鳴
り　
　
　
　
　
　

沼
田　

ま
ほ
か
る

３
月　

朝
が
来
る　
　
　
　
　

辻　

村　

深　

月

会
場　

東
大
阪
市
立
永
和
図
書
館

　
　
　
（
近
鉄
奈
良
線
河
内
永
和
駅
前
）

年
会
費 

２
、０
０
０
円

〈
テ
キ
ス
ト
〉

東大阪読書友の会
TEL 06-6730-6677

読
書
会

開
催
日

毎
月
第
３
火
曜
日

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

２
０
２
１
年

２
０
２
２
年



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和３年４月１日（木）

ならBonbonならBonbon
サッカー奈良クラブサッカー奈良クラブ
みるく飴みるく飴 共同プロデュース共同プロデュース

　

同
ク
ラ
ブ
は
60
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、「
つ
な
ぐ

思
い
や
り
の
心
で
」を
旗
印

に
、
社
会
福
祉
法
人
日
本

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
（
橋
本
照

夫
理
事
長
）
の
協
力
を
得

て
、
盲
導
犬
の
啓
蒙
活
動

を
行
っ
て
い
る
（
50
周
年

記
念
事
業
を
踏
襲
）。
ア
リ

オ
八
尾
（
八
尾
市
光
町
２
）

や
曙
川
小
学
校（
八
尾
市
八

尾
木
東
２
）
で
の
盲
導
犬

出
前
授
業
も
そ
の
一
環
だ
。

　

記
念
式
典
に
は
盲
導
犬

と
一
緒
に
、
社
会
福
祉
法

人
日
本
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の

橋
本
照
夫
理
事
長
、
同
盲

導
犬
セ
ン
タ
ー
の
田

原
恒
二
所
長
と
赤
川

芳
子
所
長
代
理
が
出

席
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し

て
、
中
山
晶
子
八
尾

市
教
育
委
員
会
教
育

長
が
登
壇
し
、
挨
拶

し
た
。
公
務
の
た
め

参
加
で
き
な
か
っ
た

大
松
桂
右
八
尾
市
長

の
祝
辞
の
代
読
も

行
っ
た
。

　

式
典
の
中
盤
に
は

新
入
会
員
の
入
会
宣

誓
式
が
あ
り
、
村
松

孝
一
さ
ん
、
清
水
隆

裕
さ
ん
、
平
尾
道
哉

さ
ん
の
３
人
が
緊
張

し
た
面
持
ち
で
宣
誓

し
た
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
の
た
め
、
懇

親
会
は
行
わ
れ
な

か
っ
た
。

　

な
ら
Ｂ
ｏ
ｎ
ｂ
ｏ
ｎ

は
ド
ネ
ー
ド
ゥ
ガ
ト
ー

の
直
営
店
。
奈
良
の
地

に
根
ざ
し
た
素
材
を
厳

選
し
て
、
素
材
の
香
り

に
こ
だ
わ
っ
た
お
菓
子

の
開
発
・
生
産
・
販
売

を
行
っ
て
い
る
。
化
学

香
料
や
化
学
着
色
料
を

一
切
使
用
し
な
い
、
自

然
の
ま
ま
の

風
味
が
味
わ

え
る
お
菓
子

だ
。

　

ド
ネ
ー

ド
ゥ
ガ
ト
ー

主
宰
の
神
谷

優
希
さ
ん

（
写
真
）
は

仏
蘭
西
菓
子

職
人
の
長
い

キ
ャ
リ
ア
を

持
つ
が
、「
奈

良
食
研
究
家
」
の
顔
も
持

つ
。「
奈
良
に
う
ま
い
も

の
な
し
」
な
ど
と
い
う
俗

説
が
あ
る
が
、
そ
ん
な
こ

と
は
な
い
。

　

神
谷
さ
ん
は
奈
良
県
各

地
の
生
産
農
家
と
手
を
つ

な
ぎ
、
手て

鞠ま
り

の
形
を
し
た

「
飴
」
に
奈
良
の
味
、
奈

良
の
風
味
を
吹
き
込
ん

だ
。
伝
統
野
菜

の
「
片
平
あ
か

ね
」、
和
ハ
ー

ブ
の
「
大
和
と

う
き
」、「
柿
の

葉
茶
」、「
唐
辛

子
」、「
本
葛
バ

ニ
ラ
」
等
々
い

ろ
い
ろ
な
味
が

楽
し
め
る
。

　

な
ら
Ｂ
ｏ
ｎ
ｂ
ｏ
ｎ
と

サ
ッ
カ
ー
奈
良
ク
ラ
ブ
が

共
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
菓
子
「
み
る

く
飴
」
が
、
２
月
27
日
よ

り
絶
賛
発
売
中
。
み
る
く

飴
は
た
っ
ぷ
り
の
ミ
ル
ク

に
老
舗
「
森
奈
良
漬
店
」

の
酒
粕
を
加
え
て
お
り
、

柔
ら
か
な
発
酵
の
甘
み
が

味
わ
え
る
。
パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
同
ク
ラ
ブ
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
用
い
た
可
愛

ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
で
、
お

土
産
に
も
喜
ば
れ
て
い

る
。

（
小
川
秀
人
）

薄
い
と
の
先
入
観
に
反
し

て
工
場
内
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

に
７
０
０
人
超
の
参
加
者

が
あ
っ
た
の
は
目
か
ら
鱗

が
落
ち
る
思
い
だ
っ
た
。

駐
車
場
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
用
意
し
て
来
場
者
に
対

応
し
た
と
こ
ろ
、
用
意
し

た
商
品
・
具
材
は
全
て
売

り
切
れ
た
。

　

２
０
１
９
年
９
月
に
合

計
６
社
の
町
工
場
が
主

催
、
布
施
商
店
街
に
会
場

を
設
定
し
て
、
溶
接
加

工
・
へ
ら
絞
り
・
タ
タ
キ

板
金
の
加
工
実
演
を
行
っ

た
。
ま
た
、
隣
接
会
場
で

は
小
物
・
ペ
ン
ケ
ー
ス
作

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
親
子
連
れ
に
人
気

を
呼
ん
で
い
た
。

　

２
０
２
０
年
11
月
23
日

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
株
式

会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ
Ｍ
と
隣
組

の
株
式
会
社
源
邑
光
北
野

刃
物
製
作
所
（
北
野
明
宏

社
長
）
の
２
社
で
共
同

開
催
。
工
場
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
、
楽
し
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン

ス
他
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
イ

ブ
、
布
施
商
店
街
有
志
の

出
店
（
飲
食
）
が
来
場
者

に
好
評
だ
っ
た
。

　

２
０
２
１
年
２
月
20
日

株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ
Ｍ
が

単
独
開
催
。
桂
福
團
治
さ

ん
の
落
語
を
メ
ー
ン
に
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
バ
ン
ド
他
の

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
子
ど

も
サ
ッ
カ
ー
教
室
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
（
韓
国
家
庭
料
理
店
・

定
食
屋
・
本
格
焙
煎
コ
ー

ヒ
ー
店
）
に
加
え
て
、
盛

光
Ｓ
Ｃ
Ｍ
独
自
で
ス
イ
ー

ツ
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
し
た
。 　

４
回
の
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
を
通
し
て
見
え

て
き
た
こ
と
、
分
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
草
場
社
長

は
語
る
。

　
「
町
工
場
、
商
業
、
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
は

お
互
い
に
付
随
的
な
関
係

で
は
な
く
、
同
じ
ル
ー
プ

の
中
で
あ
り
、
同
列
に
位

置
し
て
い
る
」

　

フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
店

（
商
業
）
に
は
「
こ
ー
ば

へ
行
こ
う
！
」
の
チ
ラ
シ

を
配
布
依
頼
し
て
相
互
に

盛
り
上
げ
た
。
過
去
に
出

店
し
た
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

店
は
全
て
完
売
し
て
お

り
、
大
き
な
効
果
が
見
込

め
る
こ
と
を
実
証
し
て
い

る
。
出
店
者
の
名
前
も
浸

透
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

ま
た
株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ

Ｍ
で
は
毎
週
金
曜
日
に
従

業
員
ラ
ン
チ
会
を
催
し
て

お
り
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

出
店
企
業
に
ラ
ン
チ
を
発

ウクライナの風を京都へウクライナの風を京都へ
～日本舞踊とギターのコラボ～～日本舞踊とギターのコラボ～近鉄文化サロン上本町 新設講座

【４月開講】

ド
ネ
ー
ド
ゥ
ガ
ト
ー
主
宰  

神
谷
優
希
さ
　
　
ん

ペ
ル
シ
ア
民
族
音
楽
・
舞
踊
の
夕
べ

カ
ー
ジ
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催

チャーターナイト60周年記念式典開催チャーターナイト60周年記念式典開催

講師　大形徹氏（大阪府立大学名誉教授）
偶数月第４土曜日13時30分～ 15時
隔月１回３カ月3,630円（材料費別途）
※「『荘子』を読む」講座受講会員は2,640円
　自ら描いた絵に褒め言葉など賛を漢文で書き、
自ら作った印を押す自画自賛
を楽しみませんか。中国の著
名な画家、斉白石の流れをく
む講師が、中国流の筆の持ち
方から賛の言葉の探し方ま
で、懇切丁寧に教えます。受
講者のレベルに合わせて対
応。初心者大歓迎。

書画篆刻のススメ書画篆刻のススメ

左から大久保由佳さん、サバ・サリミさん、
荒木美幸さん、時田祐美さん、齋藤つきみ
さん、メヌシュ・サレヒ代表

八尾ライオンズクラブのメンバーで記念撮影

　

急
に
し
ょ
げ
て
し
ま
っ
た
青
年
が
可
哀
想
に
思

い
、
自
説
を
き
つ
く
押
し
付
け
た
の
で
は
な
い
か

と
反
省
の
気
持
ち
が
ふ
つ
ふ
つ
と
湧
き
起
こ
る
。

自
分
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
崩
れ
て
し

ま
い
、
茫
然
自
失
。
大
学
で
も
女
子
学
生
相
手
に

自
分
の
説
が
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
必
死

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

年
上
の
私
に
対
し
て
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
熱
弁
を
奮

っ
た
の
だ
か
ら
。

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
の
気
持
ち
を
休
め
る
た
め
、

別
の
話
題
を
出
し
た
。

　
「
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
の
話
題
ば
か
り
に
目
が
行
っ

て
い
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
間
は
、
こ

こ
に
き
て
と
て
も
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
」

　
「
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
」

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
は
目
を
パ
チ
ク
リ
さ
せ
る
。

　

３
月
18
日
、
ロ
シ
ア
に
ク
リ
ミ
ア
が
奪
わ
れ

て
７
年
だ
。
そ
の
２

日
前
、
つ
ま
り
３
月

16
日
に
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
大
統
領
は
「
ク
リ

ミ
ア
・
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
」
へ
の
参
加

を
各
国
へ
呼
び
か
け

た
。
ク
リ
ミ
ア
を
ロ

シ
ア
か
ら
取
り
戻
す

た
め
だ
。
ク
リ
ミ
ア

奪
還
に
向
け
「
脱
占

領
・
再
統
合
に
関
す

る
国
家
戦
略
」
を
初

承
認
し
た
。

　

支
持
率
低
迷
に
危
機
感
を
感
じ
る
ゼ
レ
ン
ス
キ

ー
大
統
領
の
巻
き
返
し
を
後
押
し
す
る
の
は
バ
イ

デ
ン
新
ア
メ
リ
カ
大
統
領
だ
。
彼
は
ロ
シ
ア
の
主

張
を
全
く
認
め
ず
、
ク
リ
ミ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

も
の
だ
と
主
張
す
る
。

　

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、
３
月
１
日
に
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
総
額
１
億
２
、
５
０
０
万
米
ド
ル
（
約
１

３
５
億
円
）
の
軍
事
支
援
を
発
表
し
た
。

　

そ
こ
ま
で
話
す
と
、青
年
は
元
気
を
取
り
戻
し
、

目
を
輝
か
せ
た
。

　
「
も
う
、
ナ
ワ
リ
ヌ
イ
氏
な
ど
ど
う
で
も
い
い

で
す
。
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
プ
ー
チ
ン
を
倒
し

て
く
れ
ま
す
ね
」

　

若
者
特
有
の
先
走
り
を
制
す
る
。

　
「
そ
ん
な
に
簡
単
に
こ
と
は
進
ま
な
い
と
思
う
。

１
万
３
、
０
０
０
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
東

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
飛
び
火
し
て
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
停

戦
違
反
や
戦
闘
の
回
数
が
増
え
て
い
る
」

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
170

クリミア奪還へ

ウクライナ

正

羽曳野店：〒583-0866　羽曳野市埴生野1148-3 0120-1212-94
お気軽にご相談ください

水曜
定休

わんにゃんわんにゃん　　く  よ  う

ペットちゃんの
永代供養墓
ペットちゃんの
永代供養墓

中央環状線

道和
阪

道の駅
しらとりの郷

美原ロータリー

下黒山

中央環状線

道和
阪 美原ＪＣＴ GS ジョーシン

霊園看板

ニ
ビ
ン
コ

美原東ロイヤルメモリアルパーク

年４回の合同供養会

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

奈良市橋本町3－1―１F
（近鉄奈良駅下車、餅飯殿商店街）
TEL 0742-43-5446
定休日：木曜日

ならBonbon

13日  松原市倫理法人会幹事　田島将州氏「今日は最良の１日」
20日  八尾市倫理法人会会員　清水隆裕氏「元気があれば、何でもできる!!」
27日  八尾市倫理法人会会員　中富紀幸氏「働きの報酬は喜び」

  八尾市倫理法人会幹事　岸本裕仁氏「これが、良い！」

6日  大阪都島区倫理法人会幹事　桑原なおこ氏「輝く女性と地球創生」

15日  大阪府倫理法人会朝礼委員長　朝日里香氏「コロナ禍の不安を倫理で幸せに転換」
8日  大阪府倫理法人会女性委員長　粕谷香澄氏「いつでも笑顔で」

22日  大阪府倫理法人会青年委員長　上加世田みほ氏「人生の道幅の広げ方」

1日  大阪府倫理法人会副事務長　溝口奈穂氏「心が大切」

16日  倫理研究所近畿方面担当研究員　呉屋嘉治氏「倫理の自由境」
23日  大阪府倫理法人会普及拡大委員長　米澤忍氏「『これがよい』の実践で運命を切り開く」
30日  東大阪市倫理法人会専任幹事　永井雅則氏「入会して変わりましたか？」

9日  吹田市倫理法人会会員　宮田博文氏「やさしい気持ちがみらいをつくる ～心即太陽～」  

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-2345４月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-0968４月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-4677４月の予定

　

製
造
業
の
95
％
超
を
占
め
る
町
工
場
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
（
品
質
・
コ
ス
ト
・
納
期
）

に
よ
っ
て
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は
支
え
ら
れ
て
い
る
。
町
工
場
の
持
つ
技
術
の

蓄
積
に
新
し
い
ソ
フ
ト
・
デ
ザ
イ
ン
感
覚
を
加
え
れ
ば
鬼
に
金
棒
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
広
く
深
い
。
新
し
い
市
場
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
は
必
ず
あ
る
。

　

東
大
阪
オ
ー
プ
ン
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
「
こ
ー
ば
へ
行

こ
う
！
」
の
歴
史
は
２
０

１
８
年
10
月
に
幕
が
上
が

る
。
近
畿
大
学
（
西
野
昌

克
教
授
）
と
東
大
阪
市
経

済
部
と
の
連
携
で
、
第
１

回
は
株
式
会
社
盛
光
Ｓ
Ｃ

Ｍ
（
草
場
寛
子
社
長
）
単

独
で
開
催
し
た
。
人
気
が

　

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
伊
藤
嘉
宏
会
長
）が
チ
ャ
ー

タ
ー
ナ
イ
ト
60
周
年
を
迎
え
、
３
月
11
日
に
帝
国
ホ
テ
ル

大
阪
３
階
エ
ン
パ
イ
ア
ル
ー
ム
（
大
阪
市
北
区
天
満
橋

１
）
で
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。
世
界
的
奉
仕
団
体
で
あ

る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
中
で
も
、
伝
統
あ
る
同
ク
ラ
ブ

は
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
。

注
し
て
売
上
げ
協
力
に
努

め
て
い
る
。

　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ

ン
ト
系
の
ダ
ン
ス
教
室
、

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
関
係
者
も
同
様

に
、
来
場
者
に
対
し
て
告

知
効
果
が
出
て
き
て
い
る
。

　

第
５
回
の
「
こ
ー
ば
へ

行
こ
う
！
」
は
２
０
２
１

年
10
月
８
日
〜
９
日
の
開

催
予
定
。
東
大
阪
の
町
工

場
な
ら
で
は
の
、
魅
せ
る

技（
職
人
技
、機
械
設
備
）、

社
風
（
人
間
性
）
を
前
面

に
押
し
出
し
て
、
デ
ザ
イ

ン
感
覚
あ
ふ
れ
る
オ
ー
プ

ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
し
た

い
と
構
想
し
て
い
る
。

　

従
前
と
は
異
な
っ
た
方

式
で
、「
商
・
工
・
エ
ン

タ
メ
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

東
大
阪
市
主
催
の
公
式
募

集
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る

予
定
だ
。
（
小
川
秀
人
）

　

ペ
ル
シ
ア
民
族
音
楽
・
舞
踊
の
夕
べ
が

３
月
14
日
に
吹
田
市
文
化
会
館
メ
イ
シ
ア
タ
ー
小

ホ
ー
ル
（
吹
田
市
泉
町
２
）
で
開
か
れ
た
。
主
催

し
た
の
は
カ
ー
ジ
ダ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
。
２
部
構

成
で
、
１
部
は
舞
踊
を
８
つ
、
２
部
は
音
楽
を
７

曲
披
露
し
た
。

　

ペ
ル
シ
ア
民
族
舞
踊

は
、
大
人
数
で
連
な
り

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
肩
や
足

を
動
か
す
。
さ
ら
に
、

手
首
を
し
な
や
か
に
動

か
し
美
し
く
タ
ー
ン
し

て
ポ
ー
ズ
を
と
る
。
こ

の
ポ
ー
ズ
の
１
つ
を

カ
ー
ジ
（
Ｋ
ａ
ａ
ｊ
）

と
い
い
、
ペ
ル
シ
ア
語

で
「
松
」
を
意
味
す
る
。

松
を
表
現
す
る
美
し
い

ポ
ー
ズ
だ
。

　

こ
の
日
は
主
に
ク
ル

ド
民
族
の
居
住
地
域

（
イ
ラ
ン
北
西
・
北
東
）

や
イ
ラ
ン
北
部
の
民

族
舞
踊
が
披
露
さ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
振

り
付
け
に
は
意
味
が

あ
り
、
神
や
自
然
へ

の
感
謝
、
家
族
を
守

る
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。

　

民
族
音
楽
で
は
、

弦
楽
器
サ
ン
ト
ゥ
ー

ル
と
打
楽
器
ト
ン
バ

ク
の
演
奏
に
合
わ
せ

て
ペ
ル
シ
ャ
の
哀
愁

漂
う
歌
が
披
露
さ
れ

た
。
聞
い
て
い
て
、

優
し
い
手
で
抱
か
れ

る
感
覚
を
味
わ
う
。「
死

に
際
し
て
５
分
だ
け
音
楽

を
、
と
言
わ
れ
た
ら
躊
躇

な
く
ペ
ル
シ
ア
の
歌
を
選

ぶ
」
と
い
う
民
族
音
楽
学

者
・
故
小
泉
文
夫
の
言
葉

を
記
者
は
思
い
出
し
た
。

　

同
ア
カ
デ
ミ
ー
の
メ

ヌ
シ
ュ
・
サ
レ
ヒ
代
表

（
35
）
は
イ
ラ
ン
・
イ
ス

フ
ァ
ハ
ン
出
身
で
６
歳
か

ら
体
操
を
始
め
、
数
年
後

に
イ
ラ
ン
各
地
の
舞
踊
を

学
ぶ
。
17
歳
か
ら
は
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
の
ダ
ン
ス
に
手

を
伸
ば
す
。
ま
た
、
イ
ン

ド
の
カ
タ
ッ
ク
ダ
ン
ス
な

ど
幅
広
い
ダ
ン
ス
の
経
験

を
持
つ
。
昨
年
、
大
阪
で

カ
ー
ジ
ダ
ン
ス
ア
カ
デ

ミ
ー
を
立
ち
上
げ
た
。
日

本
に
ペ
ル
シ
ア
民
族
舞
踊

を
広
め
る
こ
と
で
イ
ラ
ン

と
日
本
の
文
化
交
流
に
役

立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
だ
。

　

出
演
者
の
１
人
、
時
田

祐
美
さ
ん
（
47
）
に
話
を

聞
い
た
。
大
阪
外
国
語
大

学
ペ
ル
シ
ア
語
学
科
で
ペ

ル
シ
ア
語
と
イ
ラ
ン
文

化
・
歴
史
等
を
学
ぶ
。
学

生
時
代
、正
倉
院
展
で「
白

瑠
璃
椀
」
な
ど
イ
ラ
ン
由

来
の
宝
物
を
見
て
、
日
本

と
の
深
い
つ
な
が
り
を
知

る
。ま
た
、日
本
と
似
通
っ

た
風
習
も
多
く
、
遠
い
よ

う
で
実
は
近
い
イ
ラ
ン
に

親
近
感
を
い
だ
く
。
卒
業

後
は
、
結
婚
、
子
育
て
と

忙
し
く
ペ
ル
シ
ア
文
化
か

ら
離
れ
て
い
た
。
子
育
て

も
落
ち
着
き
、
も
う
一
度

ペ
ル
シ
ア
語
を
勉
強
し
た

い
と
思
い
、
大
阪
大
学
の

科
目
等
履
修
生
に
。
イ
ラ

ン
人
に
会
う
機
会
が
増

え
、
メ
ヌ
シ
ュ
・
サ
レ
ヒ

代
表
と
も
知
り
合
い
に
。

誘
わ
れ
て
同
ア
カ
デ
ミ
ー

に
入
り
、
楽
し
く
レ
ッ
ス

ン
に
通
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

来
年
は
３
月
13
日
に
同

じ
会
場
で
、
ま
た
違
っ
た

雰
囲
気
の
民
族
舞
踊
を
披

露
す
る
予
定
。
こ
れ
か
ら

来
年
に
向
け
て
の
特
訓
が

待
っ
て
い
る
。

イランと日本の文化交流に役立ちたい

広域

イ
ベ
ン
ト
情
報

―昨年６月、ウクライナの３都市（キエフ、ヴィーンヌィ
ツャ、リヴィウ）４ヵ所で日本舞踊、ギター、歌のコラ
ボライブを日本ウクライナ文化交流協会主催で開催。
　今春、京都・祇園四条のレストランキエフで再現します。

出　演　志賀山和萌さん（日本舞踊）
　　　　今川絢子さん（日本舞踊）、桑田守喜さん（ギター）
ゲスト　Ono Aki さん（歌）
日　時　４月18日（日）12時開場
　　　　12時30分～ 14時ランチ　14時～ 15時30分ライブ
会　場　レストランキエフ
　　　　（京都市東山区縄手通四条上ル 鴨東ビル６F）
会　費　8,000円（ランチ・１ドリンク付き）
申　込 レストランキエフまたは日本ウクライナ文化交流協会
共　催　レストランキエフ（TEL075-525-0860）

日本ウクライナ文化交流協会（TEL072-926-5134）

東
大
阪
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

東
大
阪
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

問い合わせ・申し込み
近鉄文化サロン上本町
TEL06̶6775̶3545

プリズムホール大親模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化国際課　　　　　072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

草
場
寛
子
社
長

町工場 商業町工場 商業
エンタメのループでエンタメのループで
地域発展目指す地域発展目指す
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